
地球温暖化対策のために,人類が利用するエネルギーは電気エネルギーへと加速的に
シフトしています.加えて,高度情報化社会の進歩に伴って世界中のIT機器の消費電力
は増大し,2050年には地球上の総発電量の48%に到達すると言われています.

遠藤研では,更なる高性能を実現しつつ,省エネ化とエネルギー利用の高効率化を可能と
した革新的な集積パワーモジュール・システムとその制御技術を創出し,将来のカーボン
ニュートラル（脱炭素）社会に貢献することを目指しています.

【カーボンニュートラル社会を目指すグリーンパワーエレクトロニクス】

新規デバイス/回路技術の創出で高効率電気エネルギー利用を実現

カーエレクトロニクスの中核技術である
電気エネルギーの低損失変換・供給技術

IoTや自動運行の中核技術である
極限省エネな知的エレクトロニクス技術

パワーエレクトロニクス技術の研究 グリーンエレクトロニクス技術の研究

遠藤(哲)研究室の”グリーンエレクトロニクス”の研究テーマ

ｲﾝﾃﾘｼﾞｴﾝﾄな電力制御技術
安全・クルーズ制御技術

車載マイコン

不揮発画像連想プロ
セッサ

パワー制御ユニット

ハイブリッド/電気自動車 ドローン

世界をリードする
フレキシブルな電力制御システム
リアルタイムAIハードを研究

③パワーマネージメント（制御）

高度な電力制御と
リアルタイムAIハードが必要

④AIチップ・３次元LSI

自動運行駆動力

画像認識LSI

3DNANDメモリ画像認識分類回路


